
 

２０１１年度中部支部 通常総会 

 
＊開 会 の 辞  

＊支部長挨拶   

＊来 賓 挨 拶  

＊議 長 選 出  

＊議 事  ① 2010 年度中部支部事業報告の件 

② 2010 年度中部支部会計決算報告の件 

③ 2010 年度中部支部事業および会計監査報告の件 

④ 2011 年度中部支部運営方針および事業計画の件 

⑤ 2011 年度中部支部収支予算の件 

＊支部事業活動功労者に感謝状と記念品贈呈 

＊本部フェローの贈呈 

＊閉会の辞 

 

１．日    時 ： ２０１１年 ６月１０日（金） ９：５０～１９：２０ 

２．場  所 ： 名古屋国際会議場（名古屋市熱田区熱田西町１番１号）  ℡（０５２）６８３-７７１１ 

地下鉄「日比野」または「西高蔵」下車徒歩約５分 

駐車場は、約 600 台駐車可能（1 日１回 700 円） 

３．開催行事 
 
 

： 
 
 

行  事 時  間 会    場 

受 付 9:10～ ２号館 ２階 会議室前ロビー 

第１会場 ２号館 ３階 ２３４会議室 

第２会場

 
 
 
 
 

２号館 ３階 ２３２～２３３会議室 
研究発表会 

第３会場

9:50～11:40 

２号館 ２階 ２２４会議室 

支 部 理 事 会 10:40～11:40  ２号館 ２階 ２２２～２２３会議室 

昼 食 11:40～12:50 ２号館 ２階 ２２１会議室 

通 常 総 会 13:00～14:00 １号館 ４階 レセプションホール 

先 輩 講 話 14:10～14:50 

特 別 講 演 会 15:00～16:10 

ア ト ラ ク シ ョ ン 16:30～17:30 

１号館 ４階 レセプションホール 
            【 一 般 公 開  】 

会 員 パ ー テ ィ － 17:50～19:20 １号館 ７階展望レストラン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

： 通常総会(会員のみ) 

特別講演会・先輩講話･ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（一般公開） 

研究発表会 

４．参  加  費  

 

 
 

会員パーティ－ 

無料 

無料 

正会員 無料、学生会員無料、 

会員外（一般） 3,000 円、会員外（学生） 1,000 円 

7,000 円 

５．通常総 会  ： (13：00～14：00)１号館４階 レセプションホール 



６．研究発表会 

ご来場の際は、必ず２号館２階ロビー受付にお越し下さい。   
                             （#：安全・環境 *：ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ ※：ｼｬｼｰ・ﾎﾞﾃﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ他 項目）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
７．先輩講話（14：10～14：50）１号館４階レセプションホール≪一般公開≫ 

ｾｯｼｮﾝ 会場 時間 テーマ 発表者 

9：50 

  ～10：10 
カーナビゲーションシステムの情報を利用し
た横滑り防止装置 

㈱アドヴィックス 
研究開発部 

安井 由行 ＃

10：10 確率重み付ＡＲＸモデルによる運転行動中の
注意力散漫状態の評価 

＃
名古屋大学大学院 
情報科学研究科 

奥田 裕之 
～10：30 

10：30 

  ～10：50 
＃

三菱自動車工業㈱ 
開発本部先行技術企画室 

百瀬 信夫 電気自動車とスマートグリッドへの活用 

11：00 

  ～11：20 
ＭＥＭＳガスセンサの開発 ＃

日本特殊陶業㈱ 
センサー事業部技術部 

藤田 浩一 

（
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階 
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４
会
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室 11：20 

  ～11：40 
サイクルシミュレーションによるディーゼル燃
焼の過渡性能予測 

＃
㈱豊田中央研究所 
エンジンシステム研究室 

稲垣 和久 

9：50 

  ～10：10 
渦電流式非接触変位計によるアルミ湯面検
知技術の開発 

＊
アイシン精機㈱ 
信頼性技術部 

岡出 元宏 

  ●講 師：さんぼう会 太田博 氏（愛知工科大学名誉教授） 
  ●演 題：人生を振り返って思うこと、特に自動車に関連したこと 
  ●講 演 要 旨：草野球とプロ野球（1946～1950）、インフレと新円（1946）、湯川 

秀樹博士のノーベル物理学賞受賞（1949）、米国 
ウイスコンシン大学の O.A.Uyehara&T.F.Myer 教授の研究室への 
留学の話（1958）、山本敏男教授のもとで助手に採用（1959）、 
文部省在外研究員で英国ニューカツスル大学の 
L.Maunder 教授の研究室へ留学（1984）など。 

 

８．特別講演会（15：00～16：10）１号館４階レセプションホール≪一般公開≫ 

  ●講 師：はこだて未来大学 教授 中垣俊之氏 
  ●演 題：粘菌 —その驚くべき知性を探る— 
  ●講 演 要 旨：単細胞生物である粘菌（モジホコリ）が、「迷路などの幾何学的な 

パズルを解く」ことについて話します。細胞は最もシンプルな生きた系 
ですから、基本的である分、生き物としての根源的な性質を調べる 
には利点もありましょう。迷路を解く能力をもたらすからくりとは、 
どのようなものなのでしょうか？単純化した現象論的数理モデル 
（微分方程式モデル）を提案することによって、私たちの見解を 
述べたいと思います。 

 

９．アトラクション（16：30～17：30）１号館４階レセプションホール≪一般公開≫ 

 ｢自由で独創的なヴァイオリニスト 高橋誠（Sei Takahashi）｣ 
  ●出演は、高橋誠アコースティックバンド【高橋誠（ヴァイオリン）, 
    平康悦子（ソプラノ）,望月雄史（ガットギター）,木戸恵理（ピアノ）】 
  ●愛知県立芸術大学卒業、日本全国で活躍中の「GypsyJazzViolinist高橋誠」が 
    平康悦子（ソプラノ）をゲストに向かえ、スタンダードなクラシック、オペラ、フラメンコ、 
    ジプシー音楽まで幅広いヨーロッパ音楽を演奏します。 
 

１０．会員パーティー（17：50～19：20）１号館 7 階展望レストラン 

会員相互の親睦を深めて頂く良い機会ですので多数の方のご参加をお待ちしています。 
 

10：10 

  ～10：30 
真空浸炭と高周波焼入れを組合せた革新熱
処理-マイルド浸炭プロセス- 

＊
アイシン・エィ・ダブリュ㈱ 
生産技術本部 

大林 巧治 

10：30 

  ～10：50 
ＦＲバンパーカバーの薄肉化 ＊

トヨタ車体㈱ 
プレス化成生技部 

近藤 傑嗣 

11：00 

  ～11：20 
シルバーメタリック色無塗装樹脂部品の開発 ＊

スズキ㈱ 
開発部 

長島 洋明 
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11：20 

  ～11：40 
㈱豊田自動織機 

新型プリウスＰＣＵ用直冷式冷却器の開発 ＊ 小原 英靖 
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ事業部技術部 

9：50 

  ～10：10 
㈱デンソー 

車載電子機器のノイズ低減技術 ※ 鵜生 高徳 
研究開発３部 

10：10 

  ～10：30 
すべり軸受の混合潤滑条件下における磨耗
進行の研究 

※
大同メタル工業㈱  
研究開発所 

佐野 貴広 

10：30 

  ～10：50 
脳波計測に基づく快適性評価 ※

㈱東海理化 
開発部  

神谷 直城 

11：00 

  ～11：20 
リチウム空気電池の反応メカリズム解析 ※

トヨタ自動車㈱ 
電池研究部 

錦織 英孝 

２
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11：20 

  ～11：40 
ＣＦＤ活用によるマニュアルトランスミッション
内オイル流れ予測技術 

愛知機械工業㈱ 
※ 小川 純一 

要素製品開発部 



２０１１－第１回見学会 

開催日時 2011 年 4 月 15 日（金）13:45～16:05  

会場 スズキ㈱ 相良工場 

スケジュール 

12：55 ＪＲ掛川駅南口集合･出発  
13：45 会社概要説明  
14：15 工場見学  
15：00 質疑応答  
15：25 技術講演「シルバーメタリック色樹脂部品の無塗装化による車室内 VOC の削減」
（仮）  
16：50 掛川駅解散 

概要 スイフト，ＳＸ４，キザシの組み立てライン 

集合場所 ＪＲ掛川駅南口集合･出発 

集合時間 12:55  

定員 50 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 3 月 25 日（金）  

参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:
無料 当日現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたし
ます） 

参加者条件など ・同一企業での参加希望が多数の場合は参加人数を調整させて頂く場合があります・工場内
撮影禁止 ・ハイヒール、サンダル、草履禁止 ・駐車場なし 

２０１１－第２回見学会 

開催日時 2011 年 5 月 27 日（金）13:30～17:00  

会場 大同メタル工業㈱ 犬山事業所 

スケジュール 

12：55 名鉄犬山駅東口ロータリー 集合・受付  
13：30 挨拶・概要説明  
14：00 工場見学  
15：30 技術講演「次世代エンジン軸受技術」  
16：30 質疑応答  
16：45 移動  
17：00 名鉄犬山駅解散 

集合場所 名鉄犬山駅東口ロータリー 

集合時間 12:55  

定員 40 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 5 月 6 日（金）  

参加費 正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日
現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など ★同業他社の方はご遠慮ください 

２０１１－第３回見学会 

開催日時 2011 年 6 月 15 日（水）13:00～16:20  

会場 ヤマハ発動機㈱ 本社工場 

スケジュール 

12：35 JR 磐田駅北口集合・受付  
13：00 工場概要説明  
13：40 生産ライン見学・製品展示場見学  
15：05 技術講演「ヤマハの感動創造技術とは」  
15：40 質疑応答  
16：00 移動  
16：20 JR 磐田駅解散 

集合場所 ＪＲ磐田駅北口（大楠木の下） 

集合時間 12:35  

定員 45 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 5 月 25 日（水）  

東日本大地震により中止 



参加費 正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日
現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など ・同一企業で参加希望が多数の場合は参加人数を調整させて頂く場合があります ・工場内撮影 ・
録音禁止 ・ハイヒール、サンダル、草履禁止 

２０１１－第４回見学会 

開催日時 2011 年 7 月 20 日（水）13:10～16:30  

会場 ヤマザキマザック㈱ 美濃加茂製作所 

スケジュール 

12：25   名鉄犬山駅東口ロータリー 集合・受付  

13：10   挨拶・概要説明  

       技術講演「ヤマザキマザックのものづくり戦略（仮）」  

14：25   ｼｮｰﾙｰﾑおよび工場見学  

16：00   質疑応答  

17：00   名鉄犬山駅解散  

集合場所 名鉄犬山駅東口ロータリー 

集合時間 12:25  

定員 80 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 6 月 29 日（水）  

参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日

現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など ★同業他社の方はご遠慮ください 

２０１１－第５回見学会 

開催日時 2011 年 9 月 21 日（水）13:40～16:30  

会場 三菱重工業㈱ 名古屋航空宇宙システム製作所 飛島工場 

スケジュール 

12：35 名鉄 神宮前駅西口ロータリー 集合・受付  

13：40 挨拶・概要説明  

14：20 技術講演「宇宙事業概要と信頼性向上に向けた取り組み」  

15：20 ロケット組立工場、民間機組立工場見学  

16：20 質疑応答  

17：30 名鉄神宮前駅解散 

集合場所 名鉄神宮前駅西口ロータリー 

集合時間 12:35  

定員 40 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 8 月 31 日（水）  

参加費 正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当

台風により中止 



日現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 外国人の方は、事前の見学許可が必要になります。 

２０１１－第６回見学会 

開催日時 2011 年 10 月 21 日（金）13:30～16:00  

会場 本田技研工業㈱ 浜松製作所 

スケジュール 

12：55  ＪＲ浜松駅バンビ乗り場 集合・受付  

13：30  挨拶・概要説明  

14：00  工場見学  

15：10  技術講演「真空浸炭炉の導入」  

15：40  質疑応答  

16：30  ＪＲ浜松駅解散 

概要 トランスミッション工場見学 

集合場所 ＪＲ浜松駅北口 バンビ乗り場 

集合時間 12:55  

定員 50 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 9 月 28 日（水）  

参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日

現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 駐車場はありません。 

２０１１－第７回見学会 

開催日時 2011 年 11 月 11 日（金）13:30～16:00  

会場 ヤマハ㈱掛川工場 

スケジュール 

12：55  ＪＲ掛川駅南口 集合・受付  

0  企業紹介・ショールーム見学  

0  グランドピアノ工場見学  

0  技術講演「ヤマハのものづくりとは  

      ～伝統の匠の技とﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術の融合（仮）」  

5  質疑応答  

0  ＪＲ掛川駅解散  

概要 
・現代のテクノロジーと伝統技術が調和したグランドピアノの組立工程  

ノの仕組みなどを紹介するショールーム 

集合場所 ＪＲ掛川駅南口 

集合時間 12:55  

定員 50 名 



申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 10 月 21 日（金）  

参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 

現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 駐車場はありません。同業他社および関連企業の方はお断りさせて頂く場合があります。 

２０１１－第８回見学会（北陸地区対象） 

開催日時 2011 年 11 月 21 日（月）10:00～16:40  

会場 見学先（日本特殊陶業㈱本社工場）、名古屋銀行協会 

スケジュール 

10：00～11：40 見学会（日本特殊陶業㈱本社工場）  

12：20～13：00 昼食（名古屋銀行協会内レストラン）  

13：00～16：40 自動車技術講習会（名古屋銀行協会）  

16：50～     帰路 

集合場所 5：00 金沢駅、5：30 トランテックス、6：10 ジェイバス、7：00 北鯖江ＰＡ 

定員 30 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 9 月 28 日（水）  

参加費 
正会員（一般） 3,000 円、会員外（一般） 7,000 円、学生会員 1,000 円、会員外（学生） 

1,000 円 

２０１１－第９回見学会 

開催日時 2011 年 12 月 9 日（金）13:00～16:30  

会場 旭硝子㈱ 愛知工場 

スケジュール 

12：45  名鉄知多武豊駅西口ロータリー 集合・受付  

13：00  会社概要説明  

13：15  工場ビデオ鑑賞  

13：35  工場見学  

15：45  技術講演「薄板ガラスの動向」  

16：30  質疑応答  

17：00  名鉄知多武豊駅解散 

概要 
世界最大規模の自動車用  

ガラス工場の生産工程見学 

集合場所 名鉄知多武豊駅西口ロータリー 

集合時間 12:45  

定員 40 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 9 月 25 日（日）  



参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当

日現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 同業他社の方はご遠慮下さい。駐車場はありません。 

２０１１－第１０回見学会 

開催日時 2012 年 1 月 27 日（金）13:00～16:00  

会場 日本軽金属㈱ 蒲原製造所 

スケジュール 

12：40  ＪＲ新富士駅北口ロータリー 集合・受付  

13：00  挨拶、製造所概要ビデオ紹介  

13：35  工場見学  

14：40  製品ショールーム見学  

15：15  技術講演  

１．材料技術  

 １）超音波鋳造による鋳物組織微細化 ：素材グループ 織田様  

 ２）フレックスキャスタによる薄板連続鋳造圧延材：ﾌﾟﾛｾｽ材料ｸﾞﾙｰﾌﾟ 穴見様  

 ３）鍛造用高強度材：素材グループ 角 様  

２．接合技術  

 １）アルミ-樹脂 一体成形技術：表面創製グループ 遠藤様  

 ２）摩擦圧接接合技術：素材グループ 角 様  

15：50  質疑応答  

16：15  ＪＲ新富士駅解散  

概要 

①アルミ電解鋳造工程  

②アルミ熱交換器製品工程  

③アルミ押出素材製造、プレス、曲げ、溶接工程 

集合時間 12:40  

定員 40 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2012 年 1 月 6 日（金）  

参加費 
正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日

現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 同業他社（アルミ及びアルミ部品製造業者）の方は、ご遠慮願います、駐車場はありません 

２０１１－第１１回見学会 

開催日時 2012 年 2 月 17 日（金）13:30～16:30  

会場 トヨタ自動車㈱ 堤工場 

スケジュール 

12：55  名鉄三河線土橋駅 南口ロータリー集合・受付  
13：30  挨拶・概要説明  
14：00  工場見学（見学 60 分、質疑 15 分）  
15：15  技術講演「プリウス α の開発物語」  
      （講演 30 分、質疑 15 分）  
16：00  終了挨拶  
16：30 名鉄土橋駅解散  

集合場所 名鉄三河線土橋駅 南口ロータリー 



集合時間 12:55  

定員 80 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2012 年 1 月 27 日（金）  

参加費 正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当日
現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 駐車場はありません。 

２０１１－第１２回見学会 

開催日時 2012 年 3 月 16 日（金）13:30～16:30  

会場 本多電子㈱ 本社 

スケジュール 

12：35  豊橋駅東口集合・受付  
13：30  挨拶・会社概要・技術講演  
      「共生が育てる新技術・新市場  
        ～超音波テクノロジーをキーとしたオープンネットワーク～」  
14：30  質疑応答  
14：45  超音波科学館見学  
15：45  圧電素子工程見学  
16：00  超音波技術者との技術交流  
16：50  豊橋駅解散 

集合場所 豊橋駅東口集合（添付地図参照） 

定員 40 名 

申込方法 下記「申込方法」に従い、申込書に必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2012 年 2 月 24 日（金）  

参加費 正会員（一般）:1,000 円、正会員（学生）:無料、会員外（一般）:3,000 円、会員外（学生）:無料 当
日現金で徴収いたします。つり銭のなきようご用意願います。（領収書を発行いたします） 

参加者条件など 同業他社の方はご遠慮下さい。駐車場はありません。 

２０１１－第１回自動車技術講習会 

開催日時 2011 年 9 月 14 日（水）13:00～16:50  

会場 名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） ７Ｆメインホール 

テーマ わくわく・どきどきのクルマづくりへのヒント －その１－ 

スケジュール 

13：10～14：00  「東京スカイツリー計画」  
           山本 秀樹 氏  
           〔㈱日建設計 プロジェクト開発部門 企画開発部 部長〕  
 
14：00～14：50  「世界の人々の心に届くデザイン」  
           安積 伸 氏  
           〔ａ studio（英：ロンドン）〕  
 
15：00～15：50  「コシノジュンコ流デザインの発想」  
           コシノ ジュンコ 氏  
           〔JUNKO KOSHINO㈱〕  
 
15：50～16：40  夢あるものづくり  
              ーこんなクルマあったらいいね！出来たらいいね！」  
           木村 徹 氏  
           〔国立大学法人 名古屋工業大学 大学院   
                                 社会工学専攻 教授〕 

概要 

①「東京スカイツリー計画」  
2012 年 5 月 22 日に開業する高さ 634ｍ、世界一の自立式鉄塔「東京スカイツリー」プロジェクトは、単なる
地上デジタル波 TV 放送のための電波塔建設事業ではなく、東京東部の下町エリア活性化の起爆剤となる
ことを期待され、地域住民・行政・事業者が三者一体となって誘致を果たした地元期待のプロジェクトでもあ
ります。その概要と盛り込まれた技術、多数の関係者が存在する中での事業化に向けたプロセス等につい
て紹介します。  
 
②「世界の人々の心に届くデザイン」  
ロンドンを拠点に活動し、世界各国の企業と協業するプロダクト・家具デザイナー、安積伸。世界中でベスト
セラーとなりＶ＆Ａ博物館（英）にも収蔵された代表作「ＬＥＭ Ｓｔｏｏｌ」など、作品や思考、製作の実例を紹介
しながら、実践を通して感じた「世界の人々の心に届くデザイン」と、その視点、手法についてお話いたしま
す。  
 



③「コシノジュンコ流デザインの発想」  
２０１０年１０月、ローマにて開催した「ローマ国際映画祭 JUNKO KOSHINO ファッションパフォーマンス」
の映像と１０月から始まる NHK ドラマ「カーネーション」や、独自のデザインの発想、そして最近の思いをお
話します。  
 
④「夢あるものづくり－こんなクルマあったらいいね！ 出来たらいいね！」  
２００８年秋アメリカから熱波のように押し寄せ、日本中を焼き尽くしたサブプライムローン破たんに始まる経
済危機。それが一段落したと思いきや東日本大震災が発生しエネルギーをはじめ私達の生活そのものの
根底を揺るがす事態になっている。１８８６年にドイツでガソリン自動車が誕生して１２５年、ドアツードアーの
恩恵を私達は受けてきた。デザインの視点から新しいものづくりの安全、安心、サスティナブルな環境を継
続するための、受け継ぐべき事、改革すべき事を提言出来ればと考える。  
 

定員 180 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 8 月 24 日（水）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、        会員外（学生）無料 

２０１１－第２回自動車技術講習会 

開催日時 2012 年 1 月 18 日（水）13:00～16:50  

会場 刈谷市産業振興センター（刈谷市相生町１－１－６） 

テーマ わくわく・どきどきのクルマづくりへのヒント －その２－ 

スケジュール 

13:00～13:10  開会あいさつ  
13:10～14:10  「Android で世界が変わる！ －スマートフォンだけじゃない、  
          Android で加速するスマート革命－」  
          菊池 隆裕 氏  
          〔日経ＢＰ 日経ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ副編集長 Tpro 編集ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ〕  
 
14:10～15:10  「パイロットから見たボーイング７８７」  
          塚本 真己 氏  
          〔全日本空輸株式会社 B787 機長〕  
 
15:20～16:20  「動物園で学ぶ地球環境－動物との共生に向けた取り組み－」  
          坂東 元 氏  
          〔旭川市旭山動物園 園長 獣医師〕 

概要 

①Android で世界が変わる！              
  －スマートフォンだけじゃない、Android で加速するスマート革命－  
Androidの登場から4年。それ以来、モバイルの進化は一気に加速した。その適用範囲はスマートフォンにと
どまらない。いわゆる「組み込み機器」と呼ばれる電子機器に幅広く搭載され、身の回りの多くの端末がネッ
トにつながるようになる。ネットの活用先は、オフィスや書斎にとどまらず、リビングルーム、さらには自動車な
どの移動空間にも広がる。ネットサービスとの接点は一段と増すことだろう。  
 
②パイロットから見たボーイング７８７  
炭素繊維の複合材を主材料に用いた、最新鋭中型旅客機ボーイング７８７が、約 10 年にわたる開発と試験
を経て 2011 年 11 月 1 日、世界に先駆けＡＮＡの定期便として羽田－岡山・広島線に就航。  
７８７は快適性、経済性を追求した飛行機であると共に安全性を追求した飛行機でもある。この７８７をパイロ
ットが操縦の観点から見た場合、今までの機種には無い色々な機器が装備されていて、これらのより進化し
たマン・マシーン インターフェイスによりパイロットのワークロードやヒューマンエラーを少なくし安全性を高め
ている。2005 年からボーイング社と７８７の開発に携わりどのようにこの飛行機を開発してきたか、またその
訓練をどのように作成してきたかに今回は焦点を置いて紹介します。  
 
③動物園で学ぶ地球環境－動物との共生に向けた取り組み－  
旭山動物園には“珍しい動物”はいません。どんな動物も等しく自然の中で生き、優れた能力を持つ素晴らし
い生き物たちです。絶滅危惧種、希少種だから価値があるわけではありません。むしろ普通の動物たちのあ
りのままの素晴らしさを伝えることが、未来を考えるときに大切なことだと思っています。  
人間には、大切なものを守る習性があります。動物たちの“ありのままの姿”に素晴らしさを感じ、そこに価値
を見つけ、自然の大切さに深く気づくことができれば、今とは違う未来がきっと見えてくるはずです。ヒトだけ
ではなく、地球上すべての生き物が共生できる未来のために動物園を通じてできることは何かをお話しした
いと思います。  

定員 180 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  



申込締切日 2011 年 12 月 21 日（水）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、        会員外（学生）無料 

２０１１－第１回技術講習会 

開催日時 2011 年 11 月 21 日（月）13:00～16:40  

会場 
名古屋銀行協会（名古屋市中区丸の内２－４－２） 
http://www.nagoya-ba.or.jp/toppage.htm  

テーマ 『次世代自動車の将来展望』 

スケジュール 

13:10～14:00  「自動車ｴﾈﾙｷﾞｰの将来展望」  
          星 博彦 氏  
          〔トヨタ自動車㈱ ｴﾈﾙｷﾞｰ調査企画室〕  
 
14:00～14:50  「日産リーフにみる EV の市場受容性と社会ｼｽﾃﾑとしての展望」  
          上田 昌則 氏  
          〔日産自動車㈱ 企画・先行技術開発本部  
           エキスパートリーダー〕  
 
15:00～15:50  「ﾓｰﾀ、キャパシタ、ワイヤレスで築く未来の車社会」  
          堀 洋一 氏  
          〔東京大学 工学部電気工学科 教授〕  
 
15:50～16:40  「アジア都市におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝと都市交通の低炭素化に  
向けた動き」  
          土井 菜保子 氏  
          〔日本ｴﾈﾙｷﾞｰ経済研究所 計量分析ユニット   
           需給分析・予測ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主任研究員〕 

概要 

①「自動車ｴﾈﾙｷﾞｰの将来展望」  
２００８年の石油価格高騰に端を発し、従来１００％に近い石油依存度であった自動車用ｴﾈﾙｷﾞｰ源を多様化す
べきとの意識が高まった。また、気候変動の観点から化石燃料を原因とする温室効果ガス低減について世界
的な合意が得られつつある。また燃料供給業界の変化も大きく、自動車用ｴﾈﾙｷﾞｰに関する大きな転換が起き
ようとしている。これらを概説し、将来の見通しについて述べる。  
 
②「日産リーフにみる EV の市場受容性と社会ｼｽﾃﾑとしての展望」  
電気自動車は将来の低炭素社会実現のｷｰとなるﾓﾋﾞﾘﾃｨである。実用化に向けた開発には、自動車に搭載す
る電池や電動駆動機構などの要素に加え、充電や通信ﾈｯﾄﾜｰｸといった社会ｲﾝﾌﾗにまたがる広範な技術を伴
う。これら電気自動車を支える技術や普及を目指した取り組みを紹介するとともに、昨年末に発売開始したリー
フの市場受容性、更に電気自動車の蓄電池機能がもたらす移動手段を超えた新たな社会的役割・意義につい
て展望する。  
 
③「ﾓｰﾀ、キャパシタ、ワイヤレスで築く未来の車社会」  
将来の電気自動車に５００km を走るｴﾈﾙｷﾞｰｽﾄﾚｰｼﾞは本当に必要だろうか。電気自動車が電力ｲﾝﾌﾗから直接
ｴﾈﾙｷﾞｰをもらって走れば「ちょこちょこ充電」あるいは「走行中だらだら給電」しながら走る電車のようなｸﾙﾏが
普通になって 「電池からｷｬﾊﾟｼﾀへの移行」と「ﾜｲﾔﾚｽ給電」がｷｰ技術となる。さらに、ﾓｰﾀの優れた制御性を
生かした「ﾓｰｼｮﾝ制御」によって省ｴﾈﾙｷﾞｰと安全性は大きく向上する。ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池一辺倒の現状は疑問で
ある。ｸﾙﾏへのｴﾈﾙｷﾞｰ供給手段とその使い方とは全く関係ないはずだから。  
④「アジア都市におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝと都市交通の低炭素化に向  
けた動き」  
急速な発展を遂げるアジアの主要都市では、ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝが進展し石油製品需要を牽引すると共に、交通渋
滞や地域環境問題が深刻化させている。本講演では、アジアの主要都市において拡大する自動車保有の要
因を分析した上で、旅客運輸部門に焦点を当て、アジアの都市交通におけるｴﾈﾙｷﾞｰ効率の改善と低炭素化
に向けた動きを把握し、将来に向けた課題を抽出する。 

定員 140 名 

申込方法 方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 10 月 31 日（月）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、         会員外（学生）無料 

２０１１－第２回技術講習会 

開催日時 2012 年 3 月 7 日（水）13:00～16:40  

会場 
刈谷市産業振興センター（刈谷市相生町１－１－６） 
http://www.city.kariya.lg.jp/hp/menu000002400/hpg000002354.htm  

テーマ 情報通信技術がもたらす未来のクルマ社会 

http://www.nagoya-ba.or.jp/toppage.htm
http://www.city.kariya.lg.jp/hp/menu000002400/hpg000002354.htm


スケジュール 

13:00～13:10 開会あいさつ  
13:10～14:00 講演Ⅰ 国土交通省道路局における最新のＩＴＳ分野の取組み  
         奥村 康博 氏  
         ［国土交通省道路局 道路交通管理課 ITS 推進室 室長］  
14:00～14:50 講演Ⅱ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとｸﾙﾏのﾜｸﾜｸ融合  
         時津 直樹 氏  
         ［インターネット ITS 協議会 事務局長］  
15:00～15:50 講演Ⅲ 「自動運転・隊列走行」技術開発の現状と将来  
         青木 啓二 氏  
         ［日本自動車研究所 ITS 研究部 研究主幹］  
15:50～16:40 講演Ⅳ Honda インターナビによる安心・安全・環境への取組み  
         田村 和也 氏  
         ［本田技研工業㈱ ｲﾝﾀｰﾅﾋﾞ事業部 企画開発ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸﾘｰﾀﾞｰ］                  

概要 

講演Ⅰ：国土交通省道路局における最新のＩＴＳ分野の取組み  
国土交通省道路局で推進している ITS ｽﾎﾟｯﾄｻｰﾋﾞｽの展開について現状を説明するとともに、ﾌﾟﾛｰﾌﾞ情報の道
路行政への活用や都市間高速における渋滞の６割を占める勾配変化部（サグ部）の対策などの最新の取組
みについて紹介する。また、ITS 分野における政府戦略や推進体制、日米欧による国際協調活動などについ
ても紹介する。  
 
講演Ⅱ：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとｸﾙﾏのﾜｸﾜｸ融合  
我が国は内外から大きな変革を迫られている。また急激な ITC 技術の進展によって自動車のﾈｯﾄﾜｰｸ化も加
速しつつある。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとｸﾙﾏの融合を発想して 10 年が経つが、今こそ構想をﾘｱﾙ化する段階に入った。そこ
で、自動車のｸﾗｳﾄﾞ化を終局点とした幾つかの推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの概要を紹介するとともに、新しい自動車社会の
創造について展望する。  
 
講演Ⅲ：「自動運転・隊列走行」技術開発の現状と将来  
NEDO ｴﾈﾙｷﾞｰ ITS 推進事業の一環として、省ｴﾈﾙｷﾞｰ化を目的とした大型ﾄﾗｯｸの自動運転・隊列走行の技術
開発が行われている。本講演では、隊列走行に用いられている制御技術やｾﾝｻ技術について紹介するととも
に、走行実験や海外での研究動向についても合わせて報告する。  
 
講演Ⅳ：Honda インターナビによる安心・安全・環境への取組み  
現在ﾎﾝﾀﾞのｲﾝﾀｰﾅﾋﾞが提供しているｻｰﾋﾞｽについて紹介する。合わせて、2011 年 3 月に発生した東日本大震
災での通行実績ﾏｯﾌﾟ情報について、実際の展開推移や公開情報やお客様の声を交えて紹介する。さらに、現
状のｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨをもとに、将来のﾃﾚﾏﾃｨｸｽを展望する。  

集合時間 13:00  

定員 140 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2012 年 2 月 22 日（水）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、      会員外（学生）無料 

２０１１－第１回地区講習会（三島市） 

開催日時 2011 年 7 月 27 日（水）13:00～16:20  

会場 東レ㈱ 総合研修センター（静岡県三島市末広町２１-９）      

テーマ ボデー、シャシ技術の最前線 

スケジュール 

13:00 開会あいさつ  
13:10～14:10 「日産リーフ 電気自動車の特徴を活かした  
          車両運動性能とシャシ技術」  
          大部 一俊 氏  
          [日産自動車㈱ Nissan PV 第一製品開発本部  
          車両運動性能開発グループ]  
 
14:10～15:10 「環境・安全に貢献するブレーキ分野の取組みと最新技術」  
          鈴木 基司 氏  
          [㈱アドヴィックス 開発企画部 技術企画室 室長]  
 
15:20～16:20 「ステアリングの歴史と今後の展望」  
          松岡 浩史 氏  
          [㈱ジェイテクト ステアリング事業本部 システム開発部 部長]  

概要 

近年、自動車を取り巻く環境は大きく変化し、CO2 排出量低減やエネルギー消費削減が強く求められ、次世代
自動車（HV、PHV、EV 等）も急速に普及し始めている。更に安心・安全、楽しさ・心地よさや、拡大する海外市
場への対応なども重要な課題であり、これらに対する様々な取組みが行われている。今回はボデー・シャシ分
野に焦点を当て、課題の克服に向けた自動車メーカ及び部品メーカの特徴ある最新技術・取組みを幅広くご紹



介し、今後のあり方を考える機会とする。 

集合時間 13:00  

定員 120 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 7 月 6 日（水）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、      会員外（学生）無料。 

２０１１－第２回地区講習会（浜松市） 

開催日時 2011 年 12 月 16 日（金）00:00～00:00  

会場 
アクトシティ浜松 コングレスセンター ４１会議室 
http://www.actcity.jp/  

テーマ 高齢化社会にも対応した自動車の安心・安全技術の最前線 

スケジュール 

13:00～13:10  
 開会あいさつ  
13:10～14:10  
 (1) 安全・安心な高齢化社会を支えるモビリティ  
   森 賢二 氏  
   [トヨタ自動車㈱ 技術統括部 先端・先行企画室 主幹]  
14:10～15:10  
 (2) エレクトロニクスの進化と自動車の安全  
   手操 能彦 氏  
   [㈱デンソー 技術企画部 第２技術企画室 室長]  
15:20～16:20  
 (3) スバルの安全への取組みとＥｙｅＳｉｇｈｔ （Ｖｅｒ．２）の開発の狙い  
   樋渡 穣 氏  
  [富士重工業㈱ 技術研究所 兼 スバル技術本部 技術開発部 主管] 

概要 

(1)少子高齢化が進んだ日本社会では、高齢者の活力を有効に活用することが、経済や社会の活性化には不
可欠だと考えられる。シニア層の活発な活動を支えるためには、高齢者の特質を把握し、ニーズに即した形で
の交通手段、移動手段、モビリティ提供が重要となる。高齢者を含む安全・安心社会の為の取り組みについて
も紹介する。  
 
(2)近年、自動車の安全技術の進歩は目覚しいものがある。本講演では、自動車の安全技術について、エレク
トロニクス技術の観点から解説する。まず、現在の衝突安全、予防安全、先進安全技術について解説し、あわ
せて開発中の事例を紹介、今後の展望についても触れる。  
 
(3)スバルは黎明期から、“技術は人のためにある”の思想に基づき自ら高い安全性能を目指してきた。脈々と
受け継がれる安全思想は、現在のトップの衝突安全性能の獲得、さらには、そもそも“ぶつからない”ことを目指
した、スバル独自の運転支援システム“アイサイト”の実現に繋がった。今回は特に、アイサイトの２０年の開発
の歴史とそれを支えたスバルの知能化技術について解説する。 

定員 120 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 11 月 25 日（金）  

参加費 正会員（一般）2,000 円、正会員（学生）無料、会員外（一般）6,000 円、        会員外（学生）無料 

２０１１－中堅技術者懇談会（１泊２日） 

開催日時 2011 年 10 月 6 日（木）～2011 年 10 月 7 日（金）  

会場 （株）デンソー 浜名湖研修所（静岡県浜松市三ケ日町都筑 607-7） 

スケジュール 

【１日目】  
10:00～10:05 開会挨拶：担当理事 田中泰氏（トヨタ車体㈱専務取締役）  
10:05～10:30 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(挨拶･ｽｹｼﾞｭｰﾙ説明など)  
10:30～12:00 講演：｢中堅技術者に期待すること（仮）｣  
             大同メタル工業㈱取締役社長 坂本 雅昭 氏  
12:00～13:00 昼食  
13:00～17:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議（５ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  
17:00～19:30 休憩（入浴）、夕食  

http://www.actcity.jp/


19:30～22:00 自由討議、名刺交換  
 
【2 日目】  
7:00～ 8:00  朝食  
8:30～12:00  ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議まとめ  
12:00～13:00 昼食  
13:00～15:40 ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表（５ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  
15:40～16:30 閉会、ｱﾝｹｰﾄ記入  
 
技術者が日頃職場で抱える諸問題や悩み、解決してきた経験などを  
話し合い、今後の業務に活かして頂くとともに、所属会社・経歴を越えた  
会員相互の研鑚と交流の場とする。 

概要 

＜2010 年参加者の声＞  
今回の中堅技術者懇談会には 20 社を超える企業から約 50 名の技術者が一堂に会しました。競合他社も
交えながら対等に互いの業務上の悩みを相談できたことは非常に驚きで、期待を大きく上回る成果を得まし
た。最初の講演では現役の社長さんから体験談を交えて｢中堅技術者に期待すること｣が語られ、雰囲気作
りとして最高でした。その後、複数のグループに分かれて悩みを挙げて討議しましたが、最後に各グループ
が発表会で結果を披露したところ「上司と部下とのコミュニケーション」、「少ない人材・リソースの効率的な
運営」など悩みに共通点が多かったことがもう一つの驚きでした。話し合いを通じて、直ぐに適用できる解決
方法を見出したりして、その場では解決できなかった悩みでも、ヒントや新たなモチベーションを得ることがで
きました。  
短い期間でしたが、問題に対する姿勢がより研磨できたと実感し、中堅として自信を深めました。開催者に
は言葉では言い尽くせないほど感謝しております。Great job!! Thank you very much.  
実は私が唯一の外国人でしたが、国、会社、男女の文化を越えた心の交流となった、とても印象に刻まれる
体験でした。  
Do unto others what you want them to do to you!!  
三菱自動車工業（株） 電子技術部 ケビン・ウォルターズ  

定員 50 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 7 月 15 日（金）  

参加費 8,000 円 

参加者条件など 自動車技術会会員に限る（35 歳前後の中堅技術者） 

２０１１－若手技術者懇談会（１泊２日） 

開催日時 2011 年 11 月 3 日（木）～2011 年 11 月 4 日（金）  

会場 （株）デンソー 浜名湖研修所（静岡県浜松市三ケ日町都筑 607-7） 

スケジュール 

【１日目】  
10:00～10:05 開会挨拶：担当理事 田中泰氏（トヨタ車体㈱取締役副社長）  
10:05～10:30 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(挨拶･ｽｹｼﾞｭｰﾙ説明など)  
10:30～12:00 講演：｢いつも変わらない夢があった｣  
              ヤマハ発動機㈱ MC 事業本部技術統括部   
              先行開発部 部長 鈴木 正人 氏  
12:00～13:00 昼食  
13:00～17:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議（５ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  
17:00～19:30 休憩（入浴）、夕食  
19:30～22:00 自由討議、名刺交換  
 
【2 日目】  
7:00～ 8:00  朝食  
8:30～12:00  ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議まとめ  
12:00～13:00 昼食  
13:00～15:30 ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表（５ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  
15:40～16:00 閉会、ｱﾝｹｰﾄ記入  
 
技術者が日頃職場で抱える諸問題や悩み、解決してきた経験などを  
話し合い、今後の業務に活かして頂くとともに、所属会社・経歴を越えた  
会員相互の研鑚と交流の場とする。 

概要 

＜2010 年度参加者の声＞  
集まった参加者たちとは、企業間の付き合いではなく同じ技術者の仲間という意識で接することができまし
た。そのため、普段知り得ない他社の雰囲気や仕事の進め方など、大変興味深い話を聞ける良い機会とな
りました。また、他社を知ることで、自社の良いところ悪いところを客観的に見れたことも私にとって大きな収
穫でした。討議では「若手技術者の悩みと解決法」というテーマが与えられ、業務の難易度や業務量、はた
また人間関係などについて悩みを打ち明け、その打開策をみんなで議論するとても有意義な時間を過ごし
ました。また、この議論の中では、今回のテーマに限ったことではなく、問題解決のプロセスやアウトプットの



出し方・見せ方など、それぞれの企業カラーや普段の仕事の取り組み方を伺い知ることができ、とても勉強
になりました。  
懇談会に参加し同世代の技術者から刺激を受ける中で、エンジンが作りたくてヤマハ発動機に入社し今そ
の仕事に携わっている喜びを実感しました。これからもこの気持ちを大切に業務に取り組みたいと思いま
す。今後、この若手技術者懇談会で知り合った私たちが、中堅、ベテランとなっていく過程で、一緒に仕事が
できれば大変うれしいと思います。  
                 ヤマハ発動機㈱ エンジン設計部  北村 直樹  

定員 50 名 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 9 月 7 日（水）  

参加費 8,000 円 

参加者条件など 自動車技術会会員に限る（25～29 歳前後の若手技術者） 

２０１１－第１回技術交流会 

開催日時 2011 年 7 月 12 日（火）13:00～18:20  

会場 刈谷市産業振興センター 

テーマ ＣＯ２削減 －エンジンからの挑戦－ 

スケジュール 

《第１部 パネルディスカッション》  
13:05～13：45 ①「Efficient Dynamics」のスローガンの下、ガソリン  
            エンジン車の未来は開けている  
            山根 健 氏  
            [ビー・エム・ダブリュー㈱ 技術顧問]  
 
13:45～14:25 ②「BlueDIRECT－高効率ガソリンエンジン」と  
           「ダウンサイズ・ディーゼルエンジン」  
            団野 喜朗 氏  
           [メルセデス・ベンツ日本㈱ メルセデス・ベンツ Ｒ＆Ｄ 川崎  
           専任マネージャー]   
 
14:35～15:15 ③日産自動車の環境への取組みとガソリンダウン  
           サイジングエンジン  
           上田 隆正 氏  
           [日産自動車㈱ パワートレイン開発本部   
           エキスパートリーダー]  
   
15:15～15:55 ④次世代エンジンコンセプト「SKYACTIV」  
           工藤 秀俊 氏  
           [マツダ㈱ パワートレイン開発本部 エンジン性能開発部長]   
 
15:55～16:55 全体討議  
 
《第２部》  
17:00～18:20 意見交換会 

概要 

自動車では幾つかの側面からＣＯ２削減が取組まれている。動力源については、ＦＣ、ＥＶなど根本的
な置換えもあるが、新興国市場などを考えれば将来的にも内燃機関が基本的動力源として継続するこ
とは間違いなく、エンジンレベルでのＣＯ２削減は自動車の重要課題である。  
今回は、エンジンを中心とした自動車のＣＯ２削減に対して特徴的な活動をしているメーカの専門家を
招聘し、各社の考え方・特徴的な技術・最新エンジンシステムと投入技術などを紹介いただき、総合討
論では参加者も含めて今後のエンジンの方向性について議論を行いたい。  

集合時間 13:00  

定員 40 名程度 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 6 月 24 日（金）  

参加費 正会員（一般）3,000 円、正会員（学生）1,000 円 



参加者条件など 自動車技術会会員に限る（正会員、学生会員） 

２０１１－第２回技術交流会 

開催日時 2011 年 10 月 28 日（金）13:00～18:20  

会場 刈谷市産業振興センター（刈谷市相生町１－１－６） 

テーマ 自動車用構造材料の新展開 

スケジュール 

《第１部 パネルディスカッション》  
13：05～13：45 ①自動車における軽量化材料の展望と課題  
           ・軽量化の鍵となる新しい材料（高張力鋼、アルミ、樹脂）  
            の現状と課題  
            大河内 智 氏  
            [トヨタ自動車㈱ 金属・無機材料技術部 金属材料室 ＧＭ]  
 
13：45～14：25  ②高張力鋼の状況  
            ・ハイテン（自動車用高張力鋼板材）の現状と課題、他  
             藤田 展弘 氏  
             [新日本製鐵㈱ 薄板材料研究部 主幹研究員]  
 
14：35～15：15  ③アルミ系材料の状況  
            ・自動車用アルミ板材の現状と課題、グローバルな状況、他  
             穴見 敏也 氏  
             [日本軽金属㈱ ｸﾞﾙｰﾌﾟ技術ｾﾝﾀｰ ﾌﾟﾛｾｽ材料ｸﾞﾙｰﾌﾟ  
             ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ]  
 
15：15～15：55  ④高強度鋼用金型表面処理技術の最新動向  
            ・DLC など高強度鋼加工に要求される金型表面処理  
             技術の現状と課題  
             土屋 能成 氏  
             [㈱豊田中央研究所 金属材料研究部 表面改質研究室  
             主任研究員]  
 
15:55～16:55 全体討議  
 
《第２部》  
17:00～18:20 意見交換会 

概要 

自動車のＣＯ２削減に対して軽量化は大きな効果を持っている。エンジンレベルではダウンサイジング
などが取り組まれているが、根本的に車体の構造材料を軽量化することは最も効果的でかつ汎用的
な手段と考えられる。  
今回は構造材料について、車づくり、材料、加工の各分野から専門家を招聘し、軽量化の方向性・最
新の材料技術・加工上の課題などを紹介いただき、総合討論では参加者も含めて今後の自動車用材
料の在り方について議論を行いたい  

定員 40 名程度 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2011 年 10 月 7 日（金）  

参加費 正会員（一般）3,000 円、正会員（学生）1,000 円 

参加者条件など 自動車技術会会員に限る（正会員、学生会員） 

２０１１－第３回技術交流会 

開催日時 2012 年 2 月 24 日（金）13:00～18:20  

会場 アイシン年金基金会館 安城市三河安城東町２－８－１ 

テーマ 新興国とクルマづくり 

スケジュール 

《第１部 パネルディスカッション》  
13：05～13：45 ①南アジア諸国の社会と経済  
            岡田 亜弥 氏  
           〔名古屋大学大学院 国際開発研究科〕  
 
13：45～14：25 ② インド向け乗用車”Ｅｔｉｏｓ”の開発  



            則武 義典 氏  
             〔トヨタ自動車 製品企画本部 ＺＫ１ チーフエンジニア〕  
 
14：35～15：15 ③ アセアン二輪ビジネスの明と暗  
           三輪 邦彦 氏  
           〔ﾔﾏﾊ発動機 MC 事業本部 技術統括部長 上席執行役員〕  
 
15：15～15：55 ④インドでの新工場立上げ  
           羽田 芳智 氏  
            〔スズキ 第一生産技術部 部長〕  
 
15：55～16：55  全体討議  
 
《第２部》  
17：00～18：20  意見交換会（参加者全員） 

概要 

①新興国インドの産業発展と課題  
・近年、急成長を遂げるアジア新興国の産業開発と企業の現状と課題について、特にインドに焦点
を当てて、社会・経済の歴史的発展経緯を踏まえながら解説  
 
②インド向け乗用車”Ｅｔｉｏｓ”の開発  
・現地の状況やユーザの要望に適合できるハイレベルな性能と機能を有する低コスト車両の企画開
発過程を紹介  
 
③アセアン二輪ビジネスの明と暗  
・アセアン諸国へ展開された二輪車について、その使用実態と開発、販売、アフターサービスに至る
現状と課題を紹介  
 
④インドでの新工場立上げ  
・インドでパワートレイン工場を立ち上げた経験を基に、このプロジェクトの概要とインド流の仕事の
進め方・考え方を紹介  

定員 40 名程度 

申込方法 下記「お申込み方法」に従い、必要事項をご記入の上、お申込み下さい。  

申込締切日 2012 年 2 月 3 日（金）  

参加費 正会員（一般）3,000 円、正会員（学生）1,000 円 

参加者条件など 自動車技術会会員に限る、駐車場の要領が少ないので車での参加は極力ご遠慮下さい。 

２０１１年度学自研行事 
委員長校 名城大学       副委員長校 福井大学 

開催年月 行  事  名 開催場所（担当大学） 参加校 

2011年  
5月7日(土) 新入生ものづくりイベント

豊橋技術科学大学 
（豊橋技術科学大学・静岡大学） 

 

参加校      4校
参加人員    41人

5月14日(土) 学生委員会 
名城大学 

（名城大学/本年度委員長校） 
 

参加校      8校
参加人員    10人

 5月28日(土) 
自動車テクニカルセミナ 
（溶接編） 

トヨタ自動車㈱ 保見研修セン

ター 
（金沢大学・金沢工業大学） 
 

参加校      9校
参加人員    31人

 7月2日(土)  
参与会・学生委員会 
 
特別講演会 

名城大学 
（名城大学/委員長校） 
 

参加校     12校
参加人員    21人
 

7月5日(火)  走行技術トレーニング 
小笠山総合運動公園エコパ 

（岐阜大学・静岡理工大学） 
参加校      5校
参加人員    55人

8月3日(水)～ 
4日(木) 

３支部合同 
学生フォーミュラ試走会 

 
富士スピードウェイ 

 

中部支部 
参加校      7校
参加人員   約100人



   8月18日(木) 
走行技術トレーニング 

（東海地区） 

ヤマハリゾートつま恋カートコ

ース 
（岐阜大学・静岡理工大学） 

参加校      4校
参加人員  約50人

10月29日(土) 学生委員会 
名城大学 

（名城大学/委員長校） 
 

参加校       9校
参加人員    13人

11月23日(水) 
走行技術トレーニング 
(東海地区) 

小笠山総合運動公園エコパ 
（岐阜大学・静岡理工大学） 

参加校      8校
参加人員   141人

12月11日(日) 四輪駆動車試乗会 

さなげアドベンチャーフィール

ド 
（愛知工業大学） 
 

参加校      6校
参加人員    38人

12月17日(土) 
走行技術トレーニング 
(東海地区) 

小笠山総合運動公園エコパ 
（岐阜大学・静岡理工大学） 

参加校      7校
参加人員    88人

12月18日(日) 
自動車テクニカルセミナ 
(タイヤ・サスペンション)

名古屋大学 
（名古屋大学） 
 

参加校      7校
参加人員    25人

2012年 
1月28日(土) 

参与会・学生委員会 
 
 
支部学自研大会  

・研究発表会 

名城大学 
（名城大学/委員長校） 

参加校     13校
参加人員    26人
 
参加校      8校
参加人員    57人

3月1日～2日 
学自研学生と社会人技術者

との懇談会（１泊） 
トヨタ車体 
（名城大学・三重大学） 

参加校      7校
参加人員    14人
社会人技術者 8人

3月17日(土) 
自動車テクニカルセミナ 
(電装・EV車) 

名古屋工業大学 
（名古屋工業大学） 

参加校      9校
参加人員     20人

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


